
﹇
五
・
六

略
﹈

﹇
五
・
六

同
上
﹈

七

廃
止
措
置
に
要
す
る
費
用
の
見
積
り
及
び
そ
の
資
金
の
調
達
計
画
に
関
す
る
説
明
書

七

廃
止
措
置
に
要
す
る
資
金
の
額
及
び
そ
の
調
達
計
画
に
関
す
る
説
明
書

﹇
八
〜
十

略
﹈

﹇
八
〜
十

同
上
﹈

３

特
定
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
に
つ
い
て
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
記
載
す
る
廃
止
措
置
計
画
に
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
燃
料

体
を
炉
心
等
か
ら
取
り
出
す
方
法
及
び
時
期
並
び
に
施
設
定
期
検
査
を
受
け
る
べ
き
時
期
に
つ
い
て
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

特
定
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
に
つ
い
て
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
記
載
す
る
廃
止
措
置
計
画
に
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
燃
料

体
を
炉
心
等
か
ら
取
り
出
す
方
法
及
び
時
期
並
び
に
施
設
定
期
検
査
を
受
け
る
べ
き
時
期
に
つ
い
て
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
４
・
５

略
﹈

﹇
４
・
５

同
上
﹈

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
百
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
認
可
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
百
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
認
可
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

二

廃
止
措
置
に
係
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

発
電
用
原
子
炉
の
名
称

三

廃
止
措
置
の
対
象
と
な
る
発
電
用
原
子
炉
の
名
称

﹇
四
・
五

略
﹈

﹇
四
・
五

同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

前
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

二
条
の
六
第
三
項
の
認
可
の
申
請
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

前
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

二
条
の
六
第
三
項
の
認
可
の
申
請
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４

﹇
略
﹈

４

﹇
同
上
﹈

（
廃
止
措
置
計
画
に
係
る
軽
微
な
変
更
）

（
廃
止
措
置
計
画
に
係
る
軽
微
な
変
更
）

第
百
十
三
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
廃
止
措
置
の
実
施
に
伴
う
災
害
の
防
止
上

支
障
の
な
い
変
更
と
す
る
。

第
百
十
三
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
廃
止
措
置
の
実
施
に
伴
う
災
害
の
防
止
上

支
障
の
な
い
変
更
と
す
る
。

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
た
者
は
、前
項
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、

そ
の
変
更
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
た
者
は
、前
項
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、

そ
の
変
更
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
基
準
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
基
準
）

第
百
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す

る
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
百
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す

る
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

﹇
一
〜
四

略
﹈

﹇
一
〜
四

同
上
﹈

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
に
係
る

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
原
子
力
規

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
廃
止
措
置
計
画

に
係
る
特
定
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
停
止
に
関
す
る
恒
久
的
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
に
係
る

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
原
子
力
規

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
廃
止
措
置
計
画

に
係
る
特
定
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
停
止
に
関
す
る
恒
久
的
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
す
る
。

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報 


		2017-12-21T14:49:55+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




